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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第55期
第１四半期
連結累計期間

第56期
第１四半期
連結累計期間

第55期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (百万円) 1,293 1,353 5,248

経常利益 (百万円) 122 185 647

四半期(当期)純利益 (百万円) 87 103 352

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 65 101 351

純資産額 (百万円) 8,272 8,479 8,558

総資産額 (百万円) 9,714 9,837 10,127

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 14.98 17.68 60.43

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 85.2 86.2 84.5

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載し

ておりません。

４．第55期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

(企業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

EDINET提出書類

蔵王産業株式会社(E02779)

四半期報告書

 3/19



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。　

　　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　
（1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、３月に発生した東日本大震災や原子力発電所事故

に伴う電力供給不足の影響により、国内生産や海外輸出が大幅に減少する等、企業収益や設備投資動向が

鈍化しているなか、欧州を中心とした財政不安、為替レートの変動等の外的要因も加わり、先行き不透明

な状況が続いております。

このような状況のなか、当社グループは、顧客重視の営業活動を展開して新規顧客の開拓に注力すると

ともに、新商品の投入を積極的に取り組んでまいりました。

　また、前期に投入しました小型自動床洗浄機「スクラブメイトミニ360Ｂ」の販売が引き続き堅調で

あったほか、節電・熱中症対策として移動式冷却機である「エコミスター」の販売等が好調に推移いた

しました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高1,353百万円（前年同四半期比4.6％増）、営業

利益176百万円（前年同四半期比56.8％増）、四半期純利益103百万円（前年同四半期比18.0％増）とな

りました。

また、品目別の販売実績は、次のとおりであります。

「清掃機器」については、高額商品である搭乗式大型清掃機の販売がレンタル向け等で伸び悩んだこ

と等から、242百万円（前年同四半期比2.0％減）となりました。

「洗浄機器」については、前期に投入した新商品である小型自動床洗浄機「スクラブメイトミニ360

Ｂ」の販売が堅調だったこと等から、562百万円（前年同四半期比8.3％増）となりました。

「その他」については、強アルカリイオン水生成機「ＺＫシリーズ」や移動式冷却機「エコミス

ター」の販売が好調であったこと等から、548百万円（前年同四半期比4.0％増）となりました。

なお、当社グループ（当社及び当社の子会社）は、環境クリーニング機器等以外の事業に関しては重要

性が乏しいと考えられるため、セグメントの記載は省略しております。
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（2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前年同四半期連結会計期間末と比べて123百万円増

加し、9,837百万円となりました。これは主として、現金及び預金が320百万円、減価償却により建物及び構

築物が60百万円減少したものの、有価証券が450百万円、投資有価証券が50百万円増加したこと等による

ものであります。

負債合計は、前年同四半期連結会計期間末に比べて83百万円減少し、1,358百万円となりました。これは

主として、支払手形及び買掛金が87百万円減少したこと等によるものであります。

純資産合計は、前年同四半期連結会計期間末に比べて206百万円増加し、8,479百万円となりました。こ

れは主として利益剰余金が187百万円増加したこと等によるものであります。この結果、自己資本比率は、

前年同四半期連結会計期間末と比較して1.0ポイント増加し、86.2％となりました。

　
　

 (3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発活動の総額は、24,144千円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年6月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年8月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,840,000 5,840,000
東京証券取引所
（市場第二部）

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式
単元株式数は100株であります。

計 5,840,000 5,840,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年６月30日 － 5,840 － 1,797,681 － 2,122,148

　

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

1,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

5,837,800
 

58,378

完全議決権株式であり、権利内容に
何ら限定のない当社における標準と
なる株式
単元株式数は、100株であります。

単元未満株式
普通株式

1,200
― ―

発行済株式総数 5,840,000― ―

総株主の議決権 ― 58,378 ―

(注) １　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が60株含まれております。　

２　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をして

おります。

　

② 【自己株式等】

平成23年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

(自己保有株式)
蔵王産業株式会社
 

東京都江東区毛利
１丁目19－５

1,000 ― 1,000 0.0

計 ― 1,000 ― 1,000 0.0
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。 
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年４月１日

から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,969,591 1,976,918

受取手形及び売掛金 ※２
 1,314,748

※２
 1,336,526

有価証券 1,158,849 909,110

商品 646,208 667,569

繰延税金資産 114,369 52,451

その他 33,709 45,733

貸倒引当金 △1,230 △1,230

流動資産合計 5,236,246 4,987,080

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,225,571 1,209,880

土地 ※１
 3,270,925

※１
 3,270,925

その他（純額） 62,751 57,114

有形固定資産合計 4,559,247 4,537,919

無形固定資産

その他 19,759 18,944

無形固定資産合計 19,759 18,944

投資その他の資産

投資有価証券 78,200 78,200

繰延税金資産 133,502 137,649

その他 104,283 81,240

貸倒引当金 △3,308 △3,258

投資その他の資産合計 312,677 293,831

固定資産合計 4,891,685 4,850,695

資産合計 10,127,932 9,837,776
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 140,585 163,110

未払法人税等 256,971 27,872

賞与引当金 105,020 51,248

商品保証引当金 13,800 12,200

災害損失引当金 15,442 9,919

その他 258,521 312,304

流動負債合計 790,341 576,654

固定負債

退職給付引当金 326,907 337,942

役員退職慰労引当金 161,493 153,400

再評価に係る繰延税金負債 ※１
 234,216

※１
 234,216

その他 56,394 56,348

固定負債合計 779,011 781,907

負債合計 1,569,352 1,358,562

純資産の部

株主資本

資本金 1,797,681 1,797,681

資本剰余金 2,122,148 2,122,148

利益剰余金 6,858,347 6,780,548

自己株式 △970 △970

株主資本合計 10,777,206 10,699,407

その他の包括利益累計額

繰延ヘッジ損益 5,188 3,621

土地再評価差額金 ※１
 △2,223,814

※１
 △2,223,814

その他の包括利益累計額合計 △2,218,626 △2,220,193

純資産合計 8,558,579 8,479,213

負債純資産合計 10,127,932 9,837,776
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 1,293,853 1,353,169

売上原価 604,697 610,309

売上総利益 689,156 742,860

販売費及び一般管理費 576,542 566,276

営業利益 112,613 176,583

営業外収益

受取利息 615 529

受取配当金 2,200 601

有形固定資産売却益 138 －

不動産賃貸料 4,530 4,422

その他 1,994 3,118

営業外収益合計 9,478 8,671

経常利益 122,091 185,255

特別利益

投資有価証券売却益 44,952 －

特別利益合計 44,952 －

特別損失

有形固定資産除却損 89 －

特別損失合計 89 －

税金等調整前四半期純利益 166,954 185,255

法人税、住民税及び事業税 58,200 23,200

法人税等調整額 21,264 58,847

法人税等合計 79,464 82,047

少数株主損益調整前四半期純利益 87,489 103,208

少数株主利益 － －

四半期純利益 87,489 103,208

EDINET提出書類

蔵王産業株式会社(E02779)

四半期報告書

12/19



【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 87,489 103,208

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △5,926 －

繰延ヘッジ損益 △16,337 △1,567

その他の包括利益合計 △22,264 △1,567

四半期包括利益 65,225 101,641

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 65,225 101,641

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期連結会計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

　該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

　該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

　該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

項目
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

※１　土地の再評価 　土地の再評価に関する法律(平成10年

３月31日公布法律第34号)に基づき、事

業用の土地の再評価を行い、再評価差

額金を純資産の部に計上しておりま

す。

　再評価の方法

　　　土地の再評価に関する法律施行令

(平成10年３月31日公布政令第119

号)第２条第４号に定める路線価

を基準に合理的な調整を行い算出

再評価を行っ
た年月日

平成13年３月31日

再評価を行っ
た土地の期末
における時価
と再評価後の
帳簿価額との
差額

△1,083,423千円

 

　土地の再評価に関する法律(平成10年

３月31日公布法律第34号)に基づき、事

業用の土地の再評価を行い、再評価差

額金を純資産の部に計上しておりま

す。

　再評価の方法

同左

 

 

 

再評価を行っ
た年月日

平成13年３月31日

再評価を行っ
た土地の期末
における時価
と再評価後の
帳簿価額との
差額

△1,134,629千円

 
※２　受取手形裏書譲渡高 　 103,469千円

　

　 106,645千円

　

EDINET提出書類

蔵王産業株式会社(E02779)

四半期報告書

14/19



　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

　 前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間

　
（自  平成22年４月１日
　　至  平成22年６月30日）

（自  平成23年４月１日
　　至  平成23年６月30日）

減価償却費
のれんの償却額

21,548千円
5,117千円

22,529千円
―

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 105,100 18平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 181,007 31平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)
　

当社グループは、環境クリーニング機器等以外の事業に関しては重要性が乏しいと考えられるため、セ

グメントの記載は省略しております。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)
　

当社グループは、環境クリーニング機器等以外の事業に関しては重要性が乏しいと考えられるため、セ

グメントの記載は省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 14円98 銭 17円68銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 87,489 103,208

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 87,489 103,208

普通株式の期中平均株式数(千株) 5,838 5,838

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月９日

蔵王産業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任　あずさ監査法人

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　
　
公認会計士　 　　轟　 　　芳　　英　 ㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    村　　上　　正　　俊　 ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている蔵王
産業株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平
成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、蔵王産業株式会社及び連結子会社の平成23年
６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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